
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「桜梅桃李」という言葉が好き! 

それぞれ可憐に咲き使命を果たしながら人々の

心を和ませてくれる花・花・花。 

一人ひとりが今、居る場所で自分らしく生き、自分らし

く「きらきら」と輝いていける２１世紀でありたい…。 
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去る６月１６日（土）にふるさと会館いがにて

「いきいき未来いが２０１２」が開催されました。 

オープニングでは、上野商工会議所女性会が、

芭蕉生誕３６０年を記念して製作された２曲の踊

りをご披露くださいました。 

 第１部では、男女共同参画ネットワーク会

議会員（いきいきネット）会員による、各団

体の活動を紹介するパネル展や物品販売を

行いました。また民放アナウンサーを講師に

お招きし、講演会を開催しました。講演会で

は、講師ご自身のご家族のことやテレビ番組

の裏側、また東日本大震災の被災現場を取材

した際の思いなどをお話しいただきました。

特に、夫婦が協力して子育てをしてきた中で

のエピソードは、大変興味深いものでした。 

第２部では、三重県内男女共同参画連携映

画祭を開催し、「毎日かあさん」を上映しま

した。どんなことがあっても、常に前向きな

「かあさん」から、元気をもらった方もたく

さんいらっしゃたのでは？ 

第１部・第２部ともたくさんの方にご来場

いただき、盛況のうちに終えることがで

きました。 

上野商工会 

女性会による 

オープニング 

いらっしゃ

いませ！ 

何描こう

かな？ 

ちょっと

一服… 

これ、オスス

メですよ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
・ 移住した先の環境になじめない配偶者が、イライ

ラして当り散らす。 

・ 配偶者のアルコール依存が進み暴力がひどくな

った。 

・ 震災で住まいと仕事を失い、別居していた配偶者

と同居したが暴力に耐えられない。 

 被災後の環境の変化に対応できない男性が多いこ

と、そのストレスのはけ口が女性への暴力となって

いることの表れです。 

○ 仕事 

震災後の雇用保険受給者実人員は、前年に比べて

男性で 1.7 倍、女性は 2.3 倍となっており、女性

の雇用状況がより厳しいことがわかります。 

○ 今後の教訓として 

 以上のように、女性は男性に比べて災害の影響を

受けやすいこと、避難生活や復興について、男女そ

れぞれに必要な支援が違うということが指摘されて

います。そのためには、女性がもっと防災や復興の

意思決定を行う場へ参画していく必要があります。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

 伊賀市では、47.8％の方が自治会や住民自治協議

会等の地域活動の場で男性のほうが優遇されている

と感じています。それは、自治会などで主要な役職

に就いている女性が少なく、女性の意見が地域活動

に反映されていないのが原因ではないかと思われま

す。特に被災後の避難所の運営では、女性の必要と

する支援がなかなか受けられなかったということで

した。必要な支援をスムーズに受けるためには、復

興の過程ではもちろんですが、防災を考えるときに

も女性の意見を取り入れていくことが必要です。そ

のために、普段から地域などの意思決定の場に女性

が参画し、発言することが求められています。 

（男女共同参画係） 

 平成２４年度版の男女共同参画白書が、内閣府

より発表されました。毎年発表されているもので

すが、東日本大震災後の防災・復興対策のなかで、

男女共同参画という視点からこれからの教訓とさ

れる事柄が掲載されていましたので、ご紹介しま

す。 

○ 被害の状況 

被害が大きかった岩手県、宮城県及び福島県にお

いて、亡くなった方は女性８，３６３人、男性７，

３６０人、性別不詳者６３人で、女性が男性より

１，０００人程度多いです。この差はほとんどが

７０歳以上の方の死者数の差で、高齢者で男女の

死者数の差が大きくなっています。 

○ 避難所で 

 避難所では、多くの被災された方が生活を共に

していました。その中心となり、設計や運営をし

ていた方の多くが、自治会長でした。被災した岩

手県・宮城県・福島県では、自治会長のうち９６％

～９７％が男性であったため、女性の要望・意見

が重視されなかったこと、女性が必要とする物資

を要望するのをためらったことなどが報告されて

います。 

 また、固定的な性別役割分担意識から、がれき

処理は男性、避難所の食事準備は女性と担当が固

定化されており、食事準備には日当が支払われな

いことが多かったそうです。 

○ 心の健康は？ 

被災したある 2 市で調査した結果、震災後飲酒

量が増加した人の割合は、男性が女性より高く、

睡眠障害が疑われる割合と、心の状態が重症（支

援が必要）とされた人の割合は女性が上回ってお

り、女性のほうがより強く震災の影響を受けたと

言えます。 

○ 身近な人からの暴力 

内閣府が震災による女性の悩み・暴力に関する相

談事業を実施し、そこに寄せられた相談内容に次

のようなものがあります。 

 



 

 

 

 

 

と き    ９月 ４日（火） 午後１：30～ 

ところ    ゆめぽりすセンター２階 大会議室 

対象者   住民自治協議会の代表者・住民自治協

議会で活躍されている女性・男女共同

参画ネットワーク会員・女性リーダー養成

連続講座修了生 など 

お問い合わせ 男女共同参画センター 

（Ｔｅｌ：２２－９６３２） 

 

懇談会と研修を通して、

女性の力を地域で活かし

ていく方法を、皆さんで

考えてみませんか？ 

もっと活かして! 

地域の女性力。 

男女共同参画センターでは、男女共同

参画に関する書籍・ＤＶＤ（ビデオ）の

貸し出しを行っています。個人的に「男

女共同参画について知りたい」という方、

地域や企業などで「男女共同参画につい

て勉強したい」という方、ぜひご利用く

ださい。 

詳しくは、男女共同参画センター

（Tel：２２－９６３２）までお気軽にお

問い合わせください。 

こんな書籍や 

ＤＶＤがあります！! 

〈書籍〉  

『おひとりさまの老後』  上野千鶴子著 

『陽だまりのマスオさん』   増岡弘著 

『ハイブリッド・ウーマン』 遥 洋子著 

                 など 

〈ＤＶＤ〉 

ワーク・ライフ・バランスを知っていますか？ 

～働く男たちの声～ 

離婚を選んだ女たち part1～3 

おひとりさまを生きる 

           など 
 



脳の男女差について 脳は性ホルモンなどの影響で性差が生まれていることが最近になってはっ

きりしてきました。 なぜ脳に男女差があるのか。 そのヒントは、「同じことをしていても、脳の使いよう

が男女で異なっている」ということです。 たとえば、地図をたどっているとき、男は空間感覚を利用し

て地図を見ますが、女は記憶や目印を手がかりに地図を見ます。 

つまり、同じことをしていても両者が使っている脳の分野は異なっています。 

脳が違うのは、「男女それぞれで得意なことが違う」ということなのです。 

おすすめ図書 

・「だから、男と女は、すれちがう―最新科学が解き明かす「性」の謎（ダイヤモンド社） 

・「話を聞かない男、地図が読めない女」男脳・女脳が「謎」を解く(主婦の友社) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恋をした男女の脳には、変化の相違があります。 

脳化学的に、恋した男性は、女性が健康な赤ちゃんを生むことが出来るかを見る。恋した女

性は、男性が何を約束して、どう実行したかを見る。 どちらも、子育て(種族保存)のためにとる

行動なので、１年半から３年しかもたない。 これは、400万年前からの恋愛システムによります。 

 

             

 

 

 

“女性の気持ちがわからない・・・”という男性のあなたへ。 

きらきら流、いいコミュニケーションのコツ？を紹介します。 

参考資料は、「女と男 最新科学が読み解く性」（ＮＨＫスペシャル取材班）ＨＰです。 

 

 

脳科学によると、女性は、話を聞いてほしいだけなの

です。話の内容に対して問題解決やアドバイスを望んで

はいません。 「そうか、そうか、」と黙って、うなづいて

聞いてくれたらいいのです。 

そして、出来るのなら、オウム返しのように質問をする

といい関係が続くと思われます。(編集員納得 !!) 

女性も、話しかけてくる夫(男性)をうるさがらずに、会

話を大切にすれば、いい関係が続くのでは・・・・。 
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